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一　般　質　問　事　項

（令和８年第３回幸田町議会定例会）

質 問 者 件 名 ・ 要 旨

猛暑から住民を守る暑さ対策について 町長
教育長
担当部長　近年の猛暑を継続的な災害リスクとして捉え、住民の命と健康を守

る対策について問う。

町内の熱中症救急搬送及び学校・保育園・公共施設等での発症
状況と、その後の対応など。

町長
教育長
担当部長　子どもと保護者を孤立させず、行政・学校・地域・民間が連携して支

える仕組みについて問う。

町が目指す地域での子育ての姿と、その実現度を確認する指標
など。

子ども会の加入・休止等の状況と、子どもが地域の大人と関わる
機会の確保をなど。

放課後児童クラブ等の子どもの居場所の利用状況と地域的偏り
など。

こども家庭センター開設後の相談実績、支援機関との連携、周知
及び訪問・出張相談等の充実はなど。

学校の熱中症対策ガイドラインの改訂内容と保護者への周知な
ど。

安全を確保しながら子どもの運動・遊びの機会を守る環境整備
と、登下校時の暑さ対策をなど。

公園・公共施設の日陰等の整備、クーリングシェルター等の利用
促進及び民間施設との連携は。

独居高齢者等への声かけ・見守りは。

本年度の事例を翌年度の対策へ反映する全庁的な仕組みを。

地域での子育ての実現について

不妊去勢手術費補助金にふるさと納税の活用は。

ＮＰＯ法人、ボランティア団体、個人による子どもの居場所づくりや
子育て支援活動に対し、立ち上げ・運営支援を。

人と猫が共生できる地域づくりについて 町長
担当部長

　飼い主のいない猫を増やさず、生活環境上の問題と住民間のトラブ
ルを減らすための支援の実情について問う。

地域猫の支援の実情、相談・苦情及び不妊去勢手術費補助制度
の利用状況など。

幸田町における飼い主のいない猫（地域猫）の定義は。
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小牧市を参考にした、適正な活動者の登録及び登録証・腕章・活
動表示プレート等の導入を。

活動を始めたい住民への相談、手引きや協力してくれる動物病
院等の紹介など活動支援を。

人と猫が共生できる地域を知ってもらうための活動者・獣医師・県
動物愛護センター等と連携した学習会開催は。

地域猫活動の内容や目的などを広く周知する考えは。

高齢者を肺炎から守る施策について 町長
担当部長

　肺炎は、高齢になるほど重症化しやすく、時に命にかかわる病気。
そのため国では、65歳の人を対象に肺炎球菌ワクチンの定期接種を
行っている。

接種率と肺炎の現状について伺う。

新しいワクチンＰＣＶ20導入と町の考えについて伺う。

制度の空白にある人への支援について伺う。

子どもたちの未来を守る施策について 町長
担当部長

　厚生労働省によると、日本では年間約1万1,000人が子宮頸がんと
診断され、約3,000人が亡くなっているとされている。ＨＰＶは女性だけ
でなく男性にも感染するウイルスである。ＨＰＶワクチンの接種につい
て伺う。

子宮頸がんとはどんな病気か。

「書かない窓口」や「おくやみ手続きナビ」の今後の展開について
伺う。

生成ＡＩを活用した住民サービスについて伺う。

生成ＡＩを活用した職員の業務効率化について伺う。

ＡＩ・ＤＸを活用した将来のまちづくりについて伺う。

幸田町の接種状況はどうか（現状）。

より良い周知方法の考えは。

男性も接種するメリットは。

幸田町は今後どう取り組むのか。

デジタル技術とＡＩを活用した、誰一人取り残さない住民サービスの
向上について

町長
担当部長

　近年、少子高齢化や人口減少が進む中、限られた人員で質の高い
行政サービスを提供していくことが、これまで以上に求められている。

幸田町ＤＸの現状と成果について伺う。
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隠れ教育費の負担軽減について 町長
教育長
担当部長　隠れ教育費は、保護者負担となっている教材費、大工道具セット、

裁縫セット、習字用具などである。
　文部科学省は、全国の自治体や教育委員会に対し、保護者が購入
している小中学生の補助教材を学校の備品として整備するように検
討を求める通知を出し、保護者負担の軽減を図るよう要請している。
物価高騰の影響により、保護者の負担となる隠れ教育費が重くなる中
で、子どもの学ぶ権利、学習機会を保障するため、学校備品化として
取り組むように求める。

授業で活用する教材費、大工道具、裁縫セット、習字用具など、
保護者負担となる学校徴収金は、小中学校それぞれいくらか。

町長
担当部長

　来年度から始まる第１０期介護保険事業計画の作成が進められて
いる。６月に介護保険法の改定案が可決され、本格的に進められるこ
とになるが、重要な制度の見直しが含まれている。

制度の見直しの影響はどうか。

月々の学校積立金はいくらか。

小中学校の制服代、体操服、シューズなど、新入学にかかる費用
はいくらか。

文科省からの「学校における補助教材及び学用品等にかかる保
護者負担の軽減（通知）」が要請されている項目について、応える
考えは。

「義務教育は無償」の観点から、隠れ教育費の保護者負担の軽
減を。

ランドセルの自由化について 教育長
担当部長

　子どもたちからランドセルが重くて大変だという声があがっている。
近年はランドセルも多様化しており、色もカラフルになり、軽量化され
てきている。ランドセルが重い原因の一つとして、教育の肥大化が言
われ、小学校１年生では、平均体重の５分の１に相当する。改善が必
要ではないか。

小学校１年生のランドセルの中身も含めた平均重量は。

給付と負担の見直しの影響について。

第９期の令和７年度分までの達成率は。また課題は何か。

要支援、介護認定者数について。

介護保険料収納状況と滞納状況について。

児童が通学時に持つ荷物の重さと、身体症状について調査した
か。

ランドセル症候群について。

軽量のリュックサックや、ランリュックなどの採用で、ランドセルの自
由化を図る考えは。

介護保険第１０期事業計画について
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４ 松本　忠明 １
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①標準準拠システムの導入状況は。問題点の発生状況は。

②問題点の発生原因とその問題点解決に向けて必要な対応は。

(2)

①総務省の行政情報化推進状況調査に基づく、本町のＤＸ推進
の実施状況の評価は。

②フロントヤード改革で目指す姿と個別取り組みの実施状況は。
現状の課題と必要な対応は。

③行政サービスの向上・高度化で目指す姿と実施状況は。現状
の課題と必要な対応は。

④デジタルデバイド対策で目指す姿と個別取り組みの実施状況
は。現状の課題と必要な対応は。

(3)

①庁内の決裁業務の現状と課題は。課題解決の進め方は。

②行政区との情報共有の現状と課題は。課題解決の進め方は。

５ 田境　毅 １

(1)

①行政区加入率の推移及び地域ごとの状況をどのように把握し
ているか。

要支援者の総合事業の現状と課題。

介護給付費準備基金の活用で、介護保険料の据え置きができる
か。

若者・女性に選ばれる持続可能な地域コミュニティづくりについて 町長
担当部長

　共働き世帯の増加やライフスタイルの変化により、地域活動に求め
られる役割も変化している。若者・女性定住戦略の観点から、行政区
加入率低下への対応と生活利便性向上について、現状と今後の方
向性を問う。

行政区加入率低下の現状と課題について

本町のＤＸ推進の現状と今後の進め方について 町長
副町長
担当部長　本町のＤＸ推進は、第１ステップとして、本年１月に国の推奨する標

準準拠システムの導入を完了した。これと並行して、本町独自のＤＸ
方針に基づく個別取り組みを推進してきた。
　これまでの推進状況を振り返り、現状の第１ステップの問題点・課
題、及び、将来の第２ステップに向けた課題とその対応の進め方を問
う。

第１ステップ:標準準拠システム導入状況と問題点
国のＤＸ推進方針の標準準拠システム導入後の状況を確認し、そ
こで発生した問題点とその解決に必要な対応とその進め方を問
う。

第１ステップ:ＤＸ推進の実施状況と課題
本町独自のＤＸ推進方針の目指す姿と個別取り組みの実施状況
を確認し、その課題解決のために必要な対応とその進め方を問
う。

第２ステップ:将来に向けた課題
ＤＸ推進の第２ステップとして、将来に向けた課題とその解決のた
めに必要な対応と進め方を問う。



（田境　毅） ②若者世代及び子育て世代の加入率や未加入理由をどのように
分析しているか。

(2)

①地域活動の負担軽減やデジタル活用による運営効率化の取り
組み状況は。

②若者や女性の視点を取り入れた地域活動への転換について
どのように考えるか。

(3)

①転入時の行政区加入案内や地域情報提供の現状は。

②デジタル活用による加入手続きの簡素化や情報発信強化の考
えは。

(4)

①粗大ごみ処理施設における利用状況及び混雑発生状況をど
のように把握しているか。

②繁忙期の利用集中を平準化するための取り組み状況は。

③予約制、混雑情報配信、搬入日時分散などDXを活用した
サービス向上の考えは。

(5)

①若者・女性定住戦略において地域コミュニティの維持をどのよ
うに位置付けているか。

②行政区活動と生活利便性向上を一体的に進め、定住促進に
つなげる考えは。

６ 藤本　和美 １
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若者・女性が参加しやすい地域コミュニティづくりについて

転入者との地域接点づくりについて

課題は何か。

課題は何か。

目標に対して子どもたちを育む環境は十分に整っているのか。

地域フォーミュラリについて 町長
担当部長

　岡崎市・幸田町において、地域フォーミュラリが７月から始動した。
　医療関係者の合意の下で、有効性と安全性、経済性にも優れた医
薬品の使用方針を整理し、災害時における医薬品の安定供給にもつ
ながると期待されている。

まだあまり知られていないこの取り組みにおいて導入における患
者のメリットは。

地域コミュニティ維持につながる生活利便性向上について

若者・女性定住戦略との連携について

幸田町の教育について 町長
教育長
担当部長　第７次幸田町総合計画が策定され、そのそれぞれの目標に向かっ

て動き始めた。子どもにフォーカスした場合、出生数の減少など解決
しなければならない問題は山積している。

幸田町はどんな教育を目標としているのか。


